
「短大生調査2014（TANDAISEICHOSA2014）」の開発 
―試行調査を中心としたこれまでの研究成果として― 
 
 本研究成果、ならびにこれまで本学会において発表をしてきた研究成果から、日本の 
短大の実情に即した学生調査「短大生調査2014 （TANDAISEICHOSA2014）」を 
開発し、2014年度より実施される見通しになっています。短大生調査2014は、これ 
までの調査研究成果を集め、日本の短大の自己評価や改善活動に資することを主たる目的 
としています。日本の短期大学は、高等教育機関の多様性を支える重要な機関であると 
同時に、各地域に根ざした機関でもあります。短大生調査2014を通じ、短期大学の教育 
活動を可視化し更なる発展に少しでも貢献できればと考えています。 
 
＊本研究成果及び短大生調査2014の開発は、多忙な中にも関わらず、試行調査にご協力頂いた4つの短期大学の方々のご尽力を 
はじめ、これまで調査にご参加頂いた皆様によるものです。守秘義務の観点から、個々の機関名や担当者のお名前をあげることは 
できませんが、ご協力を頂いた短大の皆様に感謝の意を表します。 

 
 
 

発表者連絡先：山崎慎一（桜美林大学，snicy@obirin.ac.jp） 堺完（同志社大学，osakai@mail.doshisha.ac.jp） 関連資料は、短期大学基準協会のウェブページから閲覧できます。 http://www.jaca.or.jp/service/other/research/jjcss.html  

実践的改善プロセスに基づく日本の短大生の実情に即した学生調査の開発 
発表者：山崎慎一（桜美林大学）、堺完（同志社大学）第4回高等教育質保証学会＠成城大学 

  研究目的：日本の短大に合った学生調査票の開発 

0

100

200

300

400

500

600

700

0

100000

200000

300000

400000

500000

600000

平元  3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23

学校数 学生数 

平成5年 
学校数：595,  学生数：530,294 

平成23年 
学校数：387, 学生数：150,007 
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日本の短大の実情への不一致 
（日本の短大の独自性・文化的差異・ 

利用者ニーズの相違・） 

アメリカの学生調査を規範 

（長期の研究実績に裏打ち） 

膨大な実施負担 
（学生及び利用者の負担大・ 

授業時間への影響） 

標準化された調査票 

（四年制大学及び国際比較） 

網羅的な調査 

（詳細な状況把握） 

これまでの短大生調査（JJCSS）と改善を要する課題 

日本の短大の実情への合致 

調査票の大幅改善の必要性 

利用者負担の軽減 

これまでの調査研究実績を踏まえた 
問題解決型調査への転換が必要 

   JJCSSの運用実績と短大を取り巻く厳しい環境 

これまでの短大生調査（JJCSS）の運用実績 短期大学を取り巻く状況（機関数及び学生数） 

実施年度 2008 2009 2010 2011 2012 2013 

参加校 9校 30校 23校 34校 29校 37校 

（うち新規参加） （9校） （29校） （14校） （22校） （9校） （11校） 

参加数 1996 7244 7369 9637 7102 10695 

実施期間6年、総参加短大数88校、参加人数44,043人 

   試行調査の実施と結果の概要 

試行調査の概要： 

実施時期：2013年11～12月 

調査対象短大数：4校 

調査対象学生数：733名 

 

試行調査のポイント： 

・改訂版調査票の検証 

・進学目的、学習経験、学習成果、満足
度等の調査項目に焦点をあて、質問項
目数を235から145へ削減 

・実施担当教員及び学生に対する実施
状況アンケート（従来調査との比較含) 

・試行調査実施後のインタビュー調査 

・各短大向けの調査レポートの作成 

調査の実施前、実施、実施後に
関する総合的な研究 
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一般的な教養 

文章（レポートなど）を書く力 

専門分野や学科の知識 

他の人と協力する力 

人の意見を聞いて理解する力 

異なる文化や考えを持つ人々を理解する力  

PCなど情報機器を使う力 

キャリア意識 

自分の意見を言う力 

プレゼンテーションをする力 

計画・スケジュールを立てる力 

自己の理解 

分析的に問題を解決する力 

現代社会の抱える様々な問題の理解 

挑戦する力（チャレンジ精神） 

目標を意識して行動する力 

時間をうまく使う力 

論理的に考える力 

本や資料などを読み解く力 

ねばり強さ 

失敗や挫折から立ち直る力 

外国語を使う力 

リーダーシップ 

地域や社会に貢献する意識 

数値やデータを活用する力 

自学自習の習慣 

入学からの学習（修）成果について（試行調査全体=730人） 
増えた やや増えた 変わってない やや減った 減った 
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目標を意識して行動する力 

計画・スケジュールを立てる力 

キャリア意識 

自己の理解 

地域や社会に貢献する意識 

A短大における学習（修）成果の学年比較 

試行調査全体 A短大1年生(N=128) A短大2年生(N=167) 

【全体（グレー塗）とA短大1年（灰色点線）と2年（黒線）の比較】 
→A短大を全体的に見ると「異なる文化や考えを持つ人々を理解する力」「外国語を

使う力」「自分の意見を言う力」「人の意見を聞いて理解する力」「プレゼンテーショ
ンをする力」が全国平均を上回っている。外国語能力は顕著 ⇒大学の強みを把握 
 
【学年による比較（1年緑線、2年赤点線）】 
→ほぼすべての項目で1年生より2年生の方が能力の変化を実感。これにより1-2年
を通じた短大教育の効果を垣間見ることができる ⇒教育効果の確認 
「減った=1、やや減った=2、変化なし=3、増えた=4、大きく増えた=5」として点数化し、それぞれの項目の平均値を出して利用 

今後の課題 
 
・各短大独自の調査項目の設計 
・FD・SD、評価等、具体的な活動に使
えるレポートの作成等に需要 
・ベンチマークの作成 
・専門家以外の人々でも分かる形に
（IRのために人員を割くことは困難） 
・参加短大のニーズを引き出す取組 
⇒より良い自己点検評価を導く継続
的なサポートと研究体制の構築 

試行調査から得られた知見 
 
・単純集計及び相関係数等による調査項目の妥当性の確認 
・回答時間の減少とそれに伴う負担の軽減 
・調査項目数については必要最低限の水準を維持 
・分析結果の個別短大のレポートは、これまで実施してきた全体集計結果
の返送よりも高い評価 ⇒試行調査は概ね仮説通りに 
 
 
・学生アンケートからは、自分のこれまでの短大での経験を振り返ることが
出来たという意見も⇒学生視点から見た調査の参加意義の確認 

短大生調査2014（TANDAISEICHOSA2014）に関する 
主なスケジュール 
 
参加申込み期限：2014年10月3日（金） 
調査の実施時期：2014年11月初旬～12月3日 
調査結果の通知：2015年2月中旬 
中間報告書の送付：2015年4月上旬 
最終報告書の送付：2015年9月上旬 
*中間報告は全体集計とその分析を行った報告、最終報告は中間報告にアンケー
ト結果を追加したもの 
 
費用負担：参加者１名につき150円 
申込み時の申請人数で費用をご負担頂きます。 
 
申込み方法： 
短期大学基準協会ウェブページより申込書をダウンロードし、必要項目をご記
入の上、E-mail（chosa@jaca.or.jp）またはFAX（03-3261-8954）にて
ご提出ください。 
 
お問い合わせ先： 
一般財団法人 短期大学基準協会事務局 
〒102-0073 東京都千代田区九段北4-2-11第2星光ビル6階 
電話 03-3261-3596（評価研究室） 
FAX 03-3261-8954   
E-mail：chosa@jaca.or.jp 


